
 

 

 

 

 

 

 

新年を迎えて 

桂坂学区自治連合会 会長 山 﨑 貴 治  

 

皆様、明けましておめでとうございます。 

昨年は桂坂学区の「安心・安全な、また魅力あるまち

づくり」にお力添えを頂きありがとうございました。感

謝しています。本年も引き続き桂坂学区のまちづくりに

一層のお力添えを頂きますようお願い申し上げます。 

今年の正月は、京都としては 61 年ぶりの記録的な大

雪の中で迎えました。正月三が日、この桂坂でも雪が降

り続き、降雪量もひと際多く、車の雪下ろしや道路の雪

かきなどで過ごされた方が多かったのではないでしょ

うか。本当に寒さ厳しい正月でした。この寒さも 1月 6

日小寒の日から寒の入りとなり、2月 4日立春までが一

年中で最も寒い時期と言われています。体調管理には十

分気を配ってください。 

さて、昨年は自然災害の多発した一年でした。「想定外」

や「記録的な」といった言葉が続出した一年でした。 

2月の 関東甲信地方の記録的な大雪、 

8 月の 西日本中心の集中豪雨、中でも 74 名の犠 

牲の出た広島市の大規模土砂災害、 

9 月の 57 名の登山客の犠牲と 6 名の行方不明の 

出た御嶽山の噴火、 

10月の 日本各地に大きな風水害の爪あとを残した 

    2週連続の台風の上陸 

等々、いずれをとっても自然の恐ろしさをまざまざと実

感させられた一年でした。 

近年のこの想定を絶する自然災害に対する備えと防

災対策はまさに緊急の課題となっています。日頃からの

地道な取り組みを着実に進めていくことが何よりも大

切なことではないでしょうか。 

 

ここで、今年の抱負を述べる前に昨年の取り組みや事

柄のいくつかを振り返っておきます。 

まず、一つ目は、洛西ふれあいの里保養研修センター

跡地の売却についてです。 

平成 26 年 8 月の第１回検討委員会で、建物区画と駐

車場区画との分割売却及び駐車場区画の先行売却・公募

条件は変更無しということが決められました。その後の

募集の結果は、平成 26年 11月 4日付で京都市から広報

されました。その内容は、契約予定事業者が「社会福祉

法人 京都福祉サービス協会」で、事業の提案内容が「地

域交流スペースを併設した介護サービス事業所（小規模

多機能型居宅介護、認知症高齢者グループホーム）の整

備」といったものでした。今後、具体化されていく段階

で、桂坂学区自治連合会本部・桂坂社会福祉協議会・桂

坂山の手倶楽部が窓口となり対応することを平成 27 年

1月 10日の第 9回定例役員会で確認しました。 

その他では、桂坂センターＥ地区の件につきましては

すでに平成 26 年 8 月 17 日付号外にてお知らせ済みで

す。 

 

二つ目は、総合防災訓練の取り組みについてです。（詳

細は広報紙『桂坂』総 185号） 

 今回の訓練のめあては、自主防災会本部役員が自ら指

導者となり、直接訓練に関わること・参加者に見学者を

作らないことの二つを掲げました。 

本部役員は事前にＡＥＤを使った心肺蘇生法の講習

を受け、当日は指導者として自信を持って訓練に参加し

ました。その積極的な姿に事前準備の必要性を感じまし

た。参加者には、簡易タンカーづくり・身近な生活用品

を使っての応急手当のノウハウ・ロープ結索などの役立

つコーナーを設け、積極的な参加を呼びかけました。ど

のコーナーも大忙しで、見学している間はなかったよう

です。大変意義ある訓練であったと思います。 

 

  

 三つ目は、魅力あるまちづくりに関わって、愛知県豊

田市の「豊田まちと交通研究会」の視察団を受け入れた 
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ことについてです。 

他都市から桂坂のまちづくりが注目され、評価された

事例として桂坂住民にとり励みになりました。詳細は広

報紙『桂坂』総 185号に掲載しましたのでご覧ください。 

 

 最後に、16番目の自治会として“くるみ自治会”（桂

坂学区として最後の自治会）が結成されたことについて

です。 

 平成 25年 7月、自治会結成に向けての懇談をして以

来、数回にわたる会合を重ね、会則・役員体制等自治会

の大切な構成部分をつくりあげ、一年越しの去る平成 26

年 9月 21日、くるみ自治会設立総会が開かれました。

本年度10月から桂坂学区自治連合会の構成団体として、

定例役員会や諸行事に積極的に参加いただき、活動を始

められています。桂坂に若さと新たな活気を感じさせて

もらえることを大いに期待しています。 

平成 27年 1月 25日には、自治会館竣工記念式典及び

祝賀会が行われました。 

 くるみ自治会の皆様、誠におめでとうございます。 

昨年の振り返りは以上です。 

 

終わりにあたり今年の抱負を二、三述べ新年のご挨拶

とします。 

① 避難所開設運営訓練に関しては、桂坂学区の小・中・

高の避難所運営マニュアルをもとに桂坂独自のマニ

ュアルを策定し学習を積み上げる。 

② 桂坂学区各団体・各組織における取組を通して魅力

づくりを進める。 

③ 桂坂学区自治連合会の在り方の見直しをする。 

以上の三点を重点にしたいと思っています。皆様のお力

添えをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おめでとうございます 

京都市社会福祉大会 

（敬称略） 

京都市長表彰 

社会福祉事業団体関係功労者 

星野 義一（あかしあ） 

 

社会福祉事業協助者（ボランティア） 

中西 カズ子（さくら） 

 

京都市社会福祉協議会会長表彰 

社会福祉事業奉仕活動表彰 

石田 好美（けやき） 

古阪 繁子（つばき） 

 

  

 

心温まる「語りと音楽」で、楽しいひと時を 

お過ごしください。 

 

日 時  平成27年2月28日(土) 

       午前10時～11時30分 

会 場  桂坂小学校 クローバーホール 

 

プログラム   

≪語りとピアノ≫ 「虔十
けんじゅう

公園林
こうえんりん

」（宮沢賢治・作） 

 ≪うた 1≫ 風とタンポポ、3月 9日、メモリー 

 ≪一緒に歌いましょう≫  

    Let It Go ～ありのままで～、花は咲く etc. 

≪うた 2≫ 広い河の岸辺、きずな etc. 

 

出 演  稲葉 都（語り・歌） 

       小堤利枝（歌） 

       田中幸江（ピアノ） 

 

桂坂小学校・桂坂学区更生保護女性会 

桂坂支部保護司会 共催 

 

第13回 音と語りのプロムナード 



 

ソフトバレーボール大会 

優勝  くすのき自治会 

    準優勝  つばき自治会  

第3位  あかしあ自治会 

  〃  もみのき自治会 

 12月 14日（日）桂坂小学校体育館において開催さ

れ、くすのき自治会が 6連覇を達成されました。 

この冬一番の冷え込みの中、ご参加の皆様のご奮闘と、

大会のスムーズな運営へのご協力に感謝いたします。 

 

少年野球ファルコンズ大活躍！ 

あけましておめでとうございます。 

旧年中は、当チーム活動にご協力いただきありがとうご

ざいました。 

 昨年後半より子どもたちが活躍してくれ、下記の成績

を納める事ができました。 

 ベルメゾンプレゼンツ第8回ポップアスリートカップ

京都予選が 6月よりスタートし、決勝戦 昭和ガッツを

7回で決着がつかず延長戦の末優勝。 

関西クライマックスも兵庫、大阪代表にも接戦で勝利し、

12月 6日、7日に横浜スタジアムで行われましたファイ

ナルトーナメント（全国大会）に出場を決めました。 

 全国制覇を目標に各地を勝ち抜いてきた全国 11 チー

ムが集い、初戦、府中少年野球クラブ（三重県）と 3対

2で勝利。準決勝、泉中山ドリームズ（宮城県）に 1対

3 で惜敗しましたが、チーム一丸となって勝ち取った全

国 3位でした。 

6 年生最後の公式戦 西京支部長杯では初戦から苦戦

を強いられた試合ばかりでしたが、12月 14日わかさス

タジアムで行われた決勝戦に進出。対大枝イーグルスで

は、初回先制したものの追加点が取れず、ファルコンズ

の守り抜く野球がしっかりとでき、1対 0で最後の大会

を優勝で終わることが出来ました。 

  

最後の2か月で上記以外にも京都宝ヶ池少年野球交流

大会、西京理事長杯優勝と子どもたちはよく頑張ってく

れました。子どもたちには本当に感謝したいと思います。 

最後に、地域の皆様のご理解とご声援のおかげで昨年

は有終の美を飾ることが出来ました事にこの場をお借

りし、御礼申し上げます。 

今後も、変わらぬご支援の程お願い申し上げます。 

桂坂ファルコンズ代表  伊藤義則 

               監督  井尻晴久 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体振」ニュース 

桂坂民生児童委員協議会並びに社会福祉協議会

より、「認知症講座」にご参加のお礼と 

「認知症の再講座」開催のお知らせ 

 

去る、11月 29日（土）に「認知症講座」を開催致

しました所、お足元の悪い中にもかかわりませず、82

名の方々にご参加頂き、盛大に開催できました事、主

催者として厚く御礼申し上げます。 

 尚、講義後のアンケートに、もっと早く「認知症を

理解していたら家族に上手に介護・支援が出来た」、講

義を聴いて、自分が認知症を患った時果たして「家族

が上手く支援をしてくれるか大変不安だ」等の感想を

多くの方々から頂きました。そこで、桂坂小学校PTA

と桂坂民生児童委員協議会の共催にて、再度、下記の

通り開催させて頂きます。 

前回の講座にご参加頂けなかった方々、桂坂小学校

保護者の皆さま、多数のご参加をお願い致します。 

 

記 

  

日 時  2月7日（土）午前9時30分開場   

午前10時開始 

 場 所  桂坂小学校 クローバーホール 

 講義名 『認知症に成っても安心して、 

暮らして行ける街づくりの為に』 

 講 師 西京区社会福祉協議会 主任 永松 学 氏 

 

＊会場は土足厳禁のため、上履きをご持参ください。 



【お問い合わせ先】 

西京まち美化事務所（075-391-5983） 

洛西エコまちステーション（075-366-0194） 

 

 

 地域の皆様にはすでに回覧にてお知らせしておりま 

すように、京都市の回収車が近くの公園に回ってきます。 

資源物の回収及びリサイクルの推進のために、ご協力く 

ださい。 

 

回収日と回収場所 

2月 5日（木） あかしあ公園  プラザパーク 

2月 6日（金） かりん公園   如月の公園 

2月 12日（木） しらかば公園  山の辺の公園 

2月 13日（金） 香りの花公園  天蓋の花公園 

2月 19日（木） 花の舞公園   峰ケ堂第二公園 

2月 20日（金） 山の里公園   細谷公園 

2月 26日（木） かりん公園   如月の公園 

2月 27日（金） あかしあ公園  プラザパーク 

 

回収時間  15：00～15：30 

＊ 荒天の場合は予告なく中止することがありますの

でご了承ください。 

＊ 回収時間外や中止時に資源物等を置いて行かれた

場合は、地域の方への迷惑となるとともに、不法投

棄（処罰の対象）となりますので、ご注意ください。 

 

回収品目 

＊ 以下の回収品目以外は受け取れません。これら以外

を持ち込まれた場合はお持ち帰りいただきます。 

 

剪定枝 陶磁器製の食器 記憶媒体類  

乾電池 ボタン電池 充電式電池 

刃物類 水銀体温計・水銀血圧計  

使い捨てライター 

小型家電（25cm×15cm以下の大きさ） 

 

◎ 駐車スペースはありませんのでご注意ください 

 

 

 

各種団体からのお知らせ 

☆社会福祉協議会 

スカイクロス  2月 4日(水)、16日(月)  13：00~ 

  3月 4日(水)、16日(月)   〃 

ふれあい広場 

いこいの広場「ひだまり」 2月 8日(日) 13：00～ 

                3月 8日(日)  〃 

クローバーホール 

いきいき筋トレ        2月 16日(月)  10：00～ 

                3月 16日(月)  〃 

                      ふれあいルーム 

桂坂きっずサロン   2月 18日(水)、3月 11日(水) 

                     桂坂児童館 

すこやかサロン      2月 21日(土)  10：00～ 

               3月 21日(土)  〃 

クローバーホール 

☆体育振興会 

 卓球大会             2月 8日(日) 

 

☆少年補導委員会 

  第 3回わんぱく塾  2月 1日(日) 10：00～ 

                  クローバーホール 

第 4回わんぱく塾（耐寒ハイキング) 3月 1日(日) 

 

☆更生保護女性会 

  映画会「ぼくとママの黄色い自転車」 

 2月 7日(土) 12：30開場 

京都市西文化会館ウエスティ 
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